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高
志
高
校
１
年
生
の
島
田
常
行
さ
ん
が
、

第
２
３
５
回
珠
算
能
力
検
定
試
験
に
お
い
て

１
級
満
点
合
格
を
達
成
し
た
。
全
国
で
満
点

合
格
者
は
わ
ず
か
21
名
し
か
い
な
い
。
県
内

の
満
点
合
格
者
は
３
年
振
り
で
７
人
目
の
快

挙
と
な
っ
た
。

　

藤
川
専
務
理
事
が
合
格
証
書
と
盾
を
授
与

後
、
小
学
校
４
年
生
で
１
級
合
格
後
も
、
満

点
合
格
を
目
指
し
挑
戦
を
続
け
て
き
た
事
に

触
れ
「
一
芸
に
秀
で
る
者
は
多
芸
に
通
ず
。

今
後
進
む
分
野
で
も
存
分
に
力
を
発
揮
し
て

ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
送
っ
た
。

　

島
田
さ
ん
は
家
族
や
先
生
に
感
謝
し
つ
つ

「
学
業
や
部
活
が
優
先
の
中
、
継
続
し
て
き

た
練
習
の
成
果
が
実
っ
て
嬉
し
い
。
現
在
珠

算
四
段
、
暗
算
六
段
だ
が
今
後
は
共
に
十
段

を
目
指
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
新
規
参
入
を
検
討

す
る
事
業
者
を
対
象
に
、
返
礼
品
登
録
の

基
本
手
続
き
か
ら
、
寄
附
者
に
「
選
ば
れ

る
」
商
品
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。　
　

　

講
師
か
ら
は
、
寄
附
者
の
多
く
が
首
都

圏
在
住
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
市
部

の
生
活
や
年
収
層
を
意
識
し
た
商
品
企
画

の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
ス
マ
ホ

閲
覧
を
意
識
し
た
商
品
写
真
や
自
社
Ｓ
Ｎ

Ｓ
か
ら
の
誘
導
、
お
礼
状
な
ど
同
梱
物
の

工
夫
な
ど
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
な
が

ら
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
の

仕
組
み
が
理
解
で
き
た
」「
年
末
商
戦
に

間
に
合
う
よ
う
返
礼
品
登
録
の
手
続
き
を

進
め
た
い
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

1.6

1.19

日
商
珠
算
能
力
検
定
試
験

１
級
満
点
合
格
者
表
彰
式

担
当
／
地
域
活
性
・
振
興
課

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー

担
当
／
創
業
・
経
営
支
援
課

受験者／ 5,121 名
合格率／ 24.7％

（賀詞交歓会）福井商工会議所ビル
　　　　　　 コンベンションホール

（年頭記者会見）特別会議室
参加者数／ 510 名

講師／株式会社 H
ハ ッ ク ツ ヤ

AQTSUYA
ふるさと支援事業部長　畑　昴志 氏
参加人数／ 19 名
参加企業／ 15 社

八木会頭による記者会見

賀詞交歓会の様子

1.5

賀
詞
交
歓
会
・
会
頭
年
頭
記
者
会
見

担
当
／
総
務
・
経
理
課

　

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
、企
業
経
営
者
ら
５
１
０
名
が
参
加
し
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

八
木
会
頭
は
冒
頭
、
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
言
及
し
「『
防
衛
的
な
賃

上
げ
』
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
が
『
稼
ぐ
力
』
を
高
め
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
好

循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
肝
要
」
と
訴
え
た
。
北
陸
新
幹
線
効
果
に
つ
い
て
は
、
昨
年
開
催

し
た
「
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
」
で
の
沿
線
地
域
か
ら
の
出
展
社
数
の
増
加
を
は
じ

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
交
流
が
活
発
化
し
て
い
る
点
を
紹
介
。
大
阪
延
伸
に
つ
い
て
は
、
小

浜
・
京
都
ル
ー
ト
が
大
規
模
災
害
時
の
代
替
機
能
と
し
て
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
重
要
ル
ー

ト
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
大
阪
延
伸
の
認
可
・
着
工
を
国
に
強
く
求
め
て
い
く
と
表
明
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、「
県
都
ま
ち
な
か
再
生
フ
ァ
ン
ド
」
で
の
認
定
件
数
が
50
件
に

達
し
た
こ
と
に
触
れ
「
新
幹
線
開
業
を
契
機
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
が
街
の
新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
て
い
る
」と
語
っ
た
。
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く「
福
井
ア
リ
ー
ナ
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は「
官
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
着
実
に
前
進
し
て
い
く
」と
決
意
を
語
っ
た
。　

　

令
和
８
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
「
志し

高こ
う

挑ち
ょ
う
し
ん
新
」
を
発
表
。
昨
年
の
「
志
高
共き
ょ
う
め
い
鳴
」
で

培
っ
た
繋
が
り
を
力
に
変
え
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
新
た
な
価
値
創
造
へ
踏
み
出
す
一
年
に
す

る
と
抱
負
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
中
村
保
博
副
知
事
、
地
元
選
出
国
会
議
員
か

ら
の
挨
拶
の
後
、
西
行
茂
福
井
市
長
に
よ
る
乾
杯
発
声
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
交
歓
会
終
了

後
に
は
、
特
別
会
議
室
に
て
会
頭
年
頭
記
者
会
見
を
開
催
し
た
。
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3Marc
h

1Janu
a

r
y

2Febr
u

a
r
y

１
日
■  

韓
国
料
理
講
座
～
韓
国
文
化
体
験
企
画
～

2
日
■  

常
議
員
会
・
議
員
懇
談
会

25
日
■  
新
入
社
員
研
修
２
０
２
６
（
～
２７
日
）

5
日
■  

賀
詞
交
歓
会

６
日
■  

日
商
珠
算
能
力
検
定
試
験 

１
級
満
点
合
格
者
表
彰
式

19
日
■  

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー

20
日
■  

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座
～
基
礎
編
～
（
３
／
18
）

23
日
■  

総
務
部
長
・
担
当
者
交
流
会

26
日
■  

新
春
事
業
承
継
個
別
相
談
会

30
日
■  

新
春
経
済
講
演
会

2
日
■  

常
議
員
会
・
議
員
懇
談
会

3
日
■  

経
営
戦
略
と
し
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
記
念
講
演
会

12
日
■  

新
事
業
創
出
に
向
け
た
事
例
共
有
セ
ミ
ナ
ー

■  

多
様
な
人
材
に
か
か
る
セ
ミ
ナ
ー

24
日
■  

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
Ｌ
Ｔ
会
ｉ
ｎ
ふ
く
い

26
日
■  

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

Chamber calendar  会議所カレンダー

1.20~

1.24

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座

～
基
礎
編
～

担
当
／
地
域
活
性
・
振
興
課

総
務
部
長
・
担
当
者
交
流
会

担
当
／
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

講師／ハローインターナショナル所属
　　　キンバリー・ビラータ 氏
参加企業／１３社
参加人数／１6 人

講師／株式会社タッセイ　代表取締役
　　　社長　田中　陽介 氏

参加人数／ 21 名
参加企業／ 19 社
会　　場／株式会社タッセイ 本社

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た
実
践
的
な
英
会

話
講
座
を
開
催
。全
10
回
の
開
催
を
通
じ
、

商
談
や
電
話
応
対
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン

を
想
定
し
た
英
語
表
現
を
学
習
す
る
。

　

４
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
で
着
席
し
、
初

回
は
自
己
紹
介
中
心
で
進
行
。
時
折
笑
い

が
起
き
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
会
話
練
習
や
講
師
と

の
一
対
一
の
英
会
話
な
ど
行
っ
た
。

　

海
外
商
談
の
機
会
が
あ
る
営
業
担
当
者

や
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
接
客
に
か
か

わ
る
方
な
ど
、
様
々
な
業
種
の
方
々
が
参

加
。
自
社
の
技
能
実
習
生
と
の
会
話
に
活

か
し
た
い
と
い
っ
た
意
欲
を
持
つ
参
加
者

も
お
り
、
各
々
の
英
語
レ
ベ
ル
は
様
々
な

が
ら
主
体
的
に
学
ぶ
姿
が
見
受
け
ら
れ

た
。

　

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
人
材

の
定
着
を
テ
ー
マ
に
総
務
部
長
・
担
当
者

交
流
会
を
開
催
し
た
。
前
半
は
人
材
の
採

用
や
定
着
で
大
き
な
成
果
や
実
績
を
あ
げ

て
い
る
㈱
タ
ッ
セ
イ
の
田
中
陽
介
社
長
が

講
演
。
会
社
が
長
く
続
き
、
成
長
し
て
い

く
為
に
、
人
材
へ
の
投
資
を
重
要
視
し
て

お
り
、
例
え
ば
、
社
員
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
作
成
し
、
役
員
を
含
め
た
社
内
全
員

で
危
機
感
を
共
有
す
る
と
い
う
事
例
や
、

様
々
な
施
策
を
紹
介
し
た
。

　

後
半
は
社
内
の
見
学
を
行
い
、
働
い
て

い
る
社
員
に
社
長
自
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
現
場
の
声
を
聞
け
る
場
面
も
あ
り
、

参
加
者
よ
り
「
す
ぐ
に
で
も
自
社
で
取
り

入
れ
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、

関
心
を
集
め
た
。


